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３
・
４
月
の
主
な
日
程

～

３
月

～

31
日(

火)

書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す
。

※
駅
頭
宣
伝
＝
30
日

～

４
月

～

１
日(

水)

大
会
準
備
委
員
会

２
日(

木)

執
行
委
員
会

５
日(

日
）
支
部
大
会

10
日(

金
）
春
の
活
動
者
会
議

24
日(

金
）
分
会
四
役
・

群
三
役
学
習
会

※
駅
頭
宣
伝
＝
６
・
７
日

【
連
雀
分
会
麻
生
嶋
初
枝
記
】

辺
野
古
に
基
地
は
要
ら
な
い
Ｉ
Ｎ

三
鷹
の
駅
頭
宣
伝
を
２
月
21
日
三

鷹
駅
南
口
で
午
後
7
時
か
ら
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
市
内
の
団
体
・
個
人

に
呼
び
か
け
、
沖
縄
民
謡
が
流
れ

る
中
、
リ
レ
ー
で
マ
イ
ク
を
手
に

辺
野
古
新
基
地
反
対
を
訴
え
、
チ

ラ
シ
も
配
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
20

名
（
東
京
土
建
か
ら
は
２
名
）
で

し
た
。

チ
ラ
シ
を
受
け
取
り
な
が
ら
一

人
の
男
性
が
「
沖
縄
は
日
本
の
全

て
の
犠
牲
者
に
な
っ
て
い
る
ん
だ

よ
。
日
本
は
米
軍
を
養
っ
て
い
る

だ
ろ
う
が
。
頑
張
っ
て
。
」
と
去

っ
て
行
き
ま
し
た
。
空
し
い
～
。

皆
、
心
の
中
で
は
辺
野
古
基
地

反
対
に
対
す
る
想
い
は
あ
る
ん

だ
。
参
加
し
て
下
さ
い
ね
今
度

は
。今

日
の
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
は

元
山
仁
士
郎
さ
ん
。

沖
縄
出
身
の
Ⅰ
Ｃ
Ｕ

大
学
院
生
。
「
辺
野

古
」
県
民
投
票
代
表

者
で
も
あ
る
。

２
０
１
４
年
辺
野

古
建
設
反
対
の
民
意

が
示
さ
れ
た
が
、
結
局
は
民
意
に

は
耳
も
傾
け
ず
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
を
「
唯
一
の
選
択
肢
」
と
繰

り
返
す
日
本
政
府
。
「
米
軍
基
地

が
あ
る
と
安
全
が
保
障
さ
れ
、
財

政
的
に
豊
か
に
な
る
」
と
政
府
。

建
設
を
許
し
て
い
る
の
が
政
府
。

「
沖
縄
の
人
た
ち
の
想
い
す
べ
て

な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
」
と
話

さ
れ
る
。

そ
し
て
最
後
に
三
鷹
駅
に
立
っ

て
、
「
沖
縄
辺
野
古
基
地
反
対
の

声
を
出
し
て
い
る
１
人
の
若
者
が

い
る
こ
と
を
誰
か
に
伝
え
て
下
さ

い
。
そ
れ
が
大
き
な
輪
に
な
り
ま

す
の
で
」
と
。

辺
野
古
の
海
は
世
界
で
も
有
数

の
生
物
多
様
性
を
誇
る
と
い
う
。

そ
の
生
物
が
今
、
絶
滅
の
危
機
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

３
頭
し
か
い
な
い
ジ
ュ
ゴ
ン
が

１
頭
死
骸
で
発
見
さ
れ
、
２
頭
は

行
方
不
明
に
。
５
８
０
０
種
も
の

希
少
生
物
の
生
息
場
所
を
埋
め
立

て
し
て
い
る
政
府
に
怒
り
し
か
な

い
。
そ
し
て
沖
縄
の
人
た
ち
の
為

に
も
私
た
ち
は
声
を
あ
げ
な
い
と

い
け
な
い
。

沖
縄
県
民
の
心
に
寄
り
添
っ

て
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
基

地
建
設
反
対
の
声
を
あ
げ
る
こ
と

な
の
で
は
。
そ
し
て
辺
野
古
の
海

を
、
サ
ン
ゴ
礁
が
作
る
白
波
、
コ

バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
を
返
せ
と
。

60
年
前
に
調
印
さ
れ
た
日
米
地

位
協
定
、
自
国
民
を
守
れ
る
の

か
。
12
歳
の
沖
縄
の
少
女
が
暴
行

さ
れ
た
事
件
、
米
軍
に
よ
る
汚
染

環
境
破
壊
等
々
。
日
米
地
位
協
定

こ
れ
こ
そ
見
直
し
が
絶
対
に
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
労
働
対
策
部
発
】
労
働
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。
人

を
１
人
で
も
雇
用
し
た
ら
、
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
の
加
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

建
設
業
の
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
は
、
東
京
土
建
で
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

（
１
）
一
人
親
方
の
更
新
と
事

業
主
特
別
加
入
の
脱
退
・
日
額

変
更

［
と

き
］
３
月
17
・
18
（
火

水
）
３
月
26
・
27
（
木
金
）

午
前
の
部
10
時
～
11
時
30
分

午
後
の
部
１
時
～
３
時

［
と
こ
ろ
］
支
部
会
館

※
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案
内

を
出
し
ま
す
。

※
日
額
変
更
が
な
い
方
、
賠
償

保
険
、
上
乗
せ
保
険
の
更
新
を

し
な
い
方
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
で
更
新
申
し
込
み
が
出
来

ま
す
、
入
金
確
認
後
に
更
新
手

続
き
が
完
了
し
ま
す
。

※
事
業
主
特
別
加
入
だ
け
を
や

め
る
方
は
こ
の
期
間
に
手
続
き

を
取
ら
な
い
と
月
割
り
の
保
険

料
が
発
生
し
ま
す
。

※
新
年
度
か
ら
給
付
基
礎
日
額

を
変
更
し
た
い
方
は
こ
の
期
間

中
に
手
続
き
を
取
ら
な
い
と
７

月
の
年
度
更
新
期
限
ま
で
変
更

で
き
ま
せ
ん
。

※
賠
償
保
険
は
、
売
り
上
げ
が

わ
か
る
書
類
（
収
支
内
訳
書
や

決
算
書
な
ど
）
が
な
い
と
更
新

手
続
き
が
取
れ
ま
せ
ん
。

（
２
）
事
業
所
労
災
・
雇
用
保

険
の
更
新

［
と

き
］
４
月
13
～
17
日

（
月
～
金
）

19
日
（
日
）

21
・
22
日
（
火
・
水
）

午
前
の
部
10
時
～
11
時
30
分

午
後
の
部
１
時
～
３
時

［
と
こ
ろ
］
支
部
会
館

※
対
象
と
な
る
方
に
は
個
別
に

案
内
を
出
し
ま
す
。

※
労
災
を
含
め
た
社
会
保
険
の

対
策
に
相
談
時
間
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
完
全
予
約
制
で
行
な

い
ま
す
。
郵
送
や
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
の
更
新
は
出
来
ま
せ
ん
。

※
賠
償
保
険
は
、
売
り
上
げ
が

わ
か
る
書
類
（
収
支
内
訳
書
や

決
算
書
な
ど
）
が
な
い
と
更
新

手
続
き
が
取
れ
ま
せ
ん
。

市
民
や
関
係
諸
団
体
な
ど
の
会

員
か
ら
の
住
宅
相
談
の
受
け
皿
と

し
て
、
支
部
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。

運
動
的
な
面
も
持
ち
合
わ
せ
た

「
住
宅
セ
ン
タ
ー
」
で
は
あ
り
ま

す
が
、
市
民
な
ど
に
喜
ば
れ
る
や

り
が
い
あ
る
住
宅
セ
ン
タ
ー
で

す
。「

住
宅
セ
ン
タ
ー
」
の
会
員
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
随
時
、
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
登
録

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
問
い
合

わ
せ
は
支
部
ま
で
）
。

同
時
に
、
三
鷹
市
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
セ
ン
タ
ー(

三
鷹
市
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
事
業)

の
会
員
も

募
集
し
ま
す
。

※
東
京
土
建
の
他
、
建
設
ユ
ニ

オ
ン
・
武
蔵
野
建
設
・
三
鷹
商
工

会
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

三
鷹
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
へ
の
登
録
に
は
、
支
部
の
住

宅
セ
ン
タ
ー
会
員
で
あ
り
、
三
鷹

市
在
住
か
三
鷹
市
に
会
社
が
あ
る

組
合
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

日
本
の
第
１
回
メ
ー
デ
ー
は

１
９
２
０
年
５
月
２
日
、
印
刷

工
組
合
な
ど
が
東
京
・
上
野
公

園
で
開
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
に
広
が
り
、

「
植
民
地
解
放
」
「
世
界
戦
争

の
危
機
防
止
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
も
登
場
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
労
働
組
合
へ
の
弾

圧
が
強
化
さ
れ
、
二
・
二
六
事

件
が
起
き
た
１
９
３
６
年
か
ら

中
止
に
。
敗
戦
ま
で
の
10
年

間
、
開
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

８
時
間
労
働
制
と
戦
争
反
対

は
戦
前
も
今
も
共
通
す
る
要
求

で
す
。
長
時
間
労
働
、
非
正
規

労
働
者
の
格
差
拡
大
な
ど
は
女

工
哀
史
の
時
代
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
の
「
働
き
方
改

革
」
に
は
、
過
労
死
水
準
の
残

業
を
容
認
す
る
、
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
や
高
度
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
創
設
な
ど
、

８
時
間
労
働
を
定
め
た
労
働
基

準
法
を
骨
抜
き
に
す
る
中
身
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。

今
や
「
１
日
８
時
間
働
け
ば

生
活
で
き
る
賃
金
の
実
現
」
は

国
民
の
切
実
な
願
い
で
す
。
労

働
者
が
率
先
し
て
声
を
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

５
月
１
日
（
金
）
井
の
頭
公

園
西
園
競
技
場
に
て
、
午
前
９

時
開
場

10
時
～
式
典
で
す
。

今
、
日
本
中
を
騒

が
せ
て
い
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

だ
。
あ
っ
と
い
う
間

に
世
界
中
に
拡
が
っ

た
。
中
国
武
漢
市
で

発
生
し
た
肺
炎
ウ
イ

ル
ス
で
急
速
に
感
染
者
が
拡
大
し

た
。
今
や
中
国
は
鎖
国
状
態
だ
。

毎
日
毎
日
、
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
上

で
感
染
者
が
何
人
に
な
っ
た
、
死

者
も
何
人
に
な
っ
た
と
、
そ
の
ニ

ュ
ー
ス
で
持
ち
切
り
で
あ
る
。
こ

の
記
事
が
「
み
ち
し
る
べ
」
に
載

る
こ
ろ
に
は
下
火
に
な
っ
て
い
て

ほ
し
い
▼
中
国
に
対
し
て
風
評
被

害
は
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
で
東
洋
人
と
言
う
だ
け
で
、

ま
る
で
病
原
菌
扱
い
さ
れ
た
人
ま

で
出
る
始
末
だ
▼
日
本
で
も
東
日

本
大
震
災
の
時
、
福
島
県
が
大
変

な
風
評
被
害
（
デ
マ
）
に
あ
っ
た

の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
福
島

県
の
物
は
全
て
疎
外
さ
れ
、
人
に

ま
で
影
響
が
出
た
▼
昔
、
関
東
大

震
災
の
時
、
朝
鮮
の
人
が
井
戸
に

毒
を
入
れ
た
と
の
デ
マ
で
朝
鮮
人

が
大
勢
殺
さ
れ
た
と
聞
い
た
。
デ

マ
は
本
当
に
恐
ろ
し
い
。
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
っ
と
い

う
間
に
世
界
中
に
拡
散
さ
れ
て
し

ま
う
▼
子
供
た
ち
の
い
じ
め
問
題

も
デ
マ
風
評
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
思
う
。
大
げ
さ
に
言
え

ば
、
ど
ん
な
武
器
よ
り
も
デ
マ
は

怖
い
か
も
し
れ
な
い
。
私
達
は
こ

ん
な
時
ほ
ど
冷
静
に
な
っ
て
デ
マ

風
評
を
見
極
め
た
い
。
人
種
差
別

や
弱
者
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
を
避

け
、
差
別
の
な
い
公
平
な
報
道
を

メ
デ
ィ
ア
に
も
求
め
た
い
。
世
界

中
の
人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
は
平
和

と
安
定
を
求
め
て
い
る
と
信
じ
た

い
。

演説する元山仁士郎さん
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【
新
川
中
原
分
会
升
川
明

記
】
２
月
２
日
、
分
会
旅
行
で

千
葉
館
山
方
面
へ
行
っ
た
。
当

日
は
朝
か
ら
晴
れ
、
気
温
も
こ

の
時
期
に
し
て
は
高
く
、
ほ
の

ぼ
の
天
気
。

組
合
員
・
家
族
30
人
で
、
新

川
団
地
前
を
８
時
出
発
。
バ
ス

は
34
人
定
員
の
サ
ロ
ン
カ
ー
で

車
内
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ

ー
ス
で
快
適
。
出
発
と
同
時
に

後
ろ
の
方
で
宴
会
の
始
ま
り
。

バ
ス
は
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
走
り

海
ほ
た
る
へ
。

東
京
湾
か
ら
見
る
富
士
山
が

眺
め
ら
れ
た
。
羽
田
へ
向
か
う

飛
行
機
が
数
分
単
位
で
行
き
か

う
空
。
バ
ス
は
千
葉
県
木
更
津

を
通
り
館
山
道
へ
。

昨
年
９
月
の
台
風
で
大
き
な

災
害
を
受
け
た
地
域
を
車
中
か

ら
眺
め
た
。

大
き
な
立
派
な
家
の
屋
根
は

新
し
い
瓦
に
葺
き
替
え
ら
れ
て

い
る
が
、
小
さ
な
古
い
家
々
に

は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
見
ら
れ
た
。

千
葉
出
身
の
山
口
さ
ん
に
よ

る
と
ま
だ
手
が
つ
け
ら
れ
ず
、

壊
れ
た
ま
ま
の
家
。
倒
れ
た
木

々
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
が
あ
る
と

の
こ
と
。

館
山
市
内
に
入
り
昼
食
。
旅

館
ま
で
の
間
に
海
上
自
衛
隊
が

見
え
て
き
た
。
自
衛
隊
が
あ
る

の
な
ら
救
助
救
援
活
動

が
速
や
か
に
行
わ
れ
た

か
に
見
ら
れ
る
が
、
自

衛
隊
は
国
や
県
の
要
請

が
な
け
れ
ば
動
く
こ
と
が
で
き

ず
、
当
日
は
活
動
し
て
い
な
か

っ
た
と
の
こ
と
。
添
乗
員
さ
ん

が
旅
館
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
、

朝
の
訓
練
は
し
て
い
た
と
の
こ

と
。家

屋
の
修
理
修
復
に
補
助
金

を
も
ら
う
に
は
、
行
政
の
審
査

を
受
け
、
業
者
が
た
く
さ
ん
の

書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
、
順
番
を
待
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。

県
や
市
の
行
政
の
対
応
の
遅

れ
も
あ
る
た
め
、
な
か
な
か
進

ま
な
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
風

評
被
害
な
の
か
観
光
客
が
減

り
、
旅
館
や
町
の
土
産
屋
な
ど

困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
皆
さ
ん
、
海
・
山
・
町
は

も
う
元
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
観

光
客
が
戻
っ
て
来
ま
せ
ん
。
来

て
下
さ
い
。
」
と
の
こ
と
。

旅
館
で
温
泉
と
海
の
幸
を
堪

能
し
帰
路
へ
。
帰
り
の
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
か
ら
は
三
浦
半
島
へ
沈

む
夕
陽
を
眺
め
、
海
に
は
太
陽

が
差
す
光
で
海
の
道
が
で
き
て

い
て
き
れ
い
な
夕
陽
だ
っ
た
。

無
事
三
鷹
新
川
へ
帰
宅
。

【
連
雀
分
会
杉
浦
由
美
子
教
育

宣
伝
部
長
記
】
「
何
を
や
っ
て

い
る
の
。
」
「
フ
フ
フ
…
…
」

１
月
12
日
（
日
）
「
２
０
２
０

年
旗
開
き
」
で
の
こ
と
。

式
典
が
滞
り
な
く
進
み
、
皆

は
満
腹
の
様
子
。
バ
イ
キ
ン
グ

形
式
の
お
皿
は
ど
れ
も
空
っ
ぽ

で
、
残
っ
て
い
る
の
は
皮
や
飾

り
物
ば
か
り
。

こ
の
時
、
登
場
し

た
の
が
分
会
財
政
部

長
の
村
上
氏
。
お
ち

ゃ
め
ぶ
り
を
発
揮
し

出
し
た
の
で
す
。

残
り
物
を
い
ろ
い

ろ
と
組
み
合
わ
せ
、

周
囲
の
人
を
笑
わ
せ

て
い
ま
す
。
本
人
も

満
面
の
笑
顔
。

緊
張
あ
り
、
笑
顔

あ
り
の
ひ
と
と
き
。

分
会
が
２
年
前
合
併

し
た
際
、
「
分
会
新

聞
新
年
号
」
に
載
っ

て
い
た
今
出
川
分
会

長
の
あ
い
さ
つ
文
を

思
い
出
し
ま
す
。

役
員
の
若
返
り
と

お
互
い
の
長
所
を
伸
ば
し
、
一

人
一
役
の
活
動
を
目
標
に
頑
張

り
、
支
部
の
中
心
に
な
る
べ
く

分
会
に
し
た
い
と
。

各
所
に
感
じ
る
団
結
力
、
そ

し
て
協
力
あ
る
会
員
の
集
ま
り

で
す
。
分
会
の
発
展
を
願
い
た

い
。穏

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
分

会
向
上
の
た
め
に
、
心
を
一
つ

に
し
た
有
意
義
な
「
旗
開
き
」

の
一
日
で
し
た
。

Ｑ

「
ビ
キ
ニ
事
件
」
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ

66
年
前
の
１
９
５
４
年

３
月
１
日
、
太
平
洋
の
マ
ー
シ

ャ
ル
諸
島
ビ
キ
ニ
環
礁
で
米
国

が
行
っ
た
水
爆
実
験
で
静
岡
の

マ
グ
ロ
漁
船
・
第
五
福
竜
丸
な

ど
が
被
ば
く
。

半
年
後
に
同
船
の
無
線
長
、

久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
事
件
で
す
ね
。

Ｑ

よ
く
知
っ
て
い
ま
す

ね
。Ａ

こ
の
事
件
を
機
に
始
ま

っ
た
原
水
爆
禁
止
を
求
め
る
署

名
は
全
国
で
３
２
０
０
万
人
に

達
し
、
翌
55
年
か
ら
毎
年
夏
、

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
３
月
１

日
は
ビ
キ
ニ
デ
ー
と
呼
ば
れ
、

核
兵
器
禁
止
へ
の
思
い
を
新
た

に
す
る
日
で
す
。

Ｑ

核
戦
争
の
危
機
が
高
ま

っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

Ａ

米
ロ
間
で
の
中
距
離
核

戦
力
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
条
約
の
失
効

や
、
米
国
に
よ
る
小
型
核
弾
頭

搭
載
ミ
サ
イ
ル
の
実
戦
配
備
、

北
朝
鮮
が
進
め
る
核
開
発
、
中

東
で
の
核
を
め
ぐ
る
状
況
の
悪

化
な
ど
、
核
危
機
が
世
界
を
覆

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
米
科
学
誌
が
毎
年

発
表
す
る
「
終
末
時
計
」
は
最

近
、
世
界
滅
亡
ま
で
「
残
り
１

０
０
秒
」
と
史
上
最
短
を
記
録

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｑ

た
い
へ
ん
で
す
ね
。

Ａ

だ
か
ら
こ
そ
２
０
１
７

年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵

器
禁
止
条
約
を
早
く
発
効
さ
せ

た
い
の
で
す
。

春
に
は
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

核
兵
器
廃
絶
な
ど
を
求
め
る
国

際
行
動
が
あ
り
ま
す
。

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

か
ら
75
年
の
今
年
、
核
兵
器
禁

止
の
世
論
を
大
き
く
広
げ
た
い

も
の
で
す
。

２０２０年３月１０日第６０号

話題の新作映画を、ご家族で観に行きませんか。下記以外の映画も

多数あります。ご注文は早めに(下記は一例)。

【映画券】

☆いざなぎ暮れた。【テアトル新宿限定】

☆ドクター・ドリトル【ムビチケカード】

☆人間の時間

☆弥生、三月-君を愛した３０年-【ムビチケカード】

☆カゾクデッサン

☆ストーリー・オブ・マイ・ライフ/わたしの若草物語

☆ソニック ザ・ムービー【ムビチケカード】

☆グリーン・ライ ～エコの嘘～

☆恐竜が教えてくれたこと

☆エジソンズ・ゲーム【ムビチケカード】

☆悲しみより、もっと悲しい物語

☆ＷＡＶＥＳ／ウェイブス【ムビチケカード】

☆007／ノー・タイム・トゥ・ダイ【ムビチケカード】

☆一度も撃ってません【ムビチケカード】 など他多数

◇映画・イベントなど「メイジャー」のＨＰで検索してください。

※注文や問い合わせは、支部事務所０４２２-４７-９１０１まで

※注：割引額は、前売券の販売価格から一律５００円です。

◇
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

７
月
８
・
９
日

◇
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
13
・
14
日

◇
建
築
物
の
鉄
骨
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

７
月
１
・
２
日

◇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
作
物
の
解
体
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

７
月
７
・
８
日

◇
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者

[

と
き]

５
月
20
・
21
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
23
～
25
日

今
月
の
主
な
講
習
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
受
講
場
所

・
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は

支
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。

【
牟
礼
北
野
分
会

市
場
靖

秋
副
分
会
長
記
】
平
成
27
年
10

月
に
施
行
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
。
確
定
申
告
書
に
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
」
記
入
欄
が
あ
り
ま

す
。

毎
年
、
集
団
申
告
に
行
っ
た

と
き
に
受
付
で
記
入
し
な
い
こ

と
を
言
わ
れ
ま
す
。

国
税
庁
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
入
し
な
く
て
も
有
効
な
申
請

書
を
受
け
付
け
る
と
あ
り
ま

す
。
書
か
な
い
こ
と
に
よ
る
罰

則
は
な
い
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
書
く
と
税
務
署
で
本
人
確

認
を
す
る
た
め
、
本
人
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
提
示
ま
た

は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
と

番
号
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書

類
の
両
方
が
い
る
そ
う
で
す
。

本
人
の
確
定
申
告
書
を
家
族

が
代
理
で
提
出
す
る
場
合
は
、

申
告
書
と
代
理
人
両
方
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
る
み
た

い
で
す
。
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
書
か
な
い
方
が
、
窓
口
で

の
手
続
き
は
ス
ム
ー
ズ
な
の
が

実
態
だ
そ
う
で
す
。

自
分
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
一

度
も
書
い
た
こ
と
は
な
く
、
家

族
も
書
か
な
い
で
集
団
申
告
し

て
、
こ
の
よ
う
な
体
験
は
い
ま

ま
で
な
く
、
受
付
を
済
ま
せ
て

き
ま
し
た
。

今
年
も
３
・
13
集
団
申
告
の

日
が
来
ま
す
。
今
年
も
書
か
な

い
で
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

村上さんの作品
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